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山 陽 同 窓 会 会 報

日　時：2021 年 7 月 17 日（土）14 時～日　時：2021 年 7 月 17 日（土）14 時～
会　場：山陽高等学校 1 号館 3 階 大会議室会　場：山陽高等学校 1 号館 3 階 大会議室
出席者：理事長、学校長、専務理事出席者：理事長、学校長、専務理事
　　　　同窓会役員 12 名 + 事務局員　　　　同窓会役員 12 名 + 事務局員
開催方法：オンライン開催開催方法：オンライン開催
　　　　　　  （同窓会ホームページにてオンライン中継）　　　　　　  （同窓会ホームページにてオンライン中継）

　今年も新型コロナウイルス感染予防対策で大変残念ですが同窓大会を中止に致しました。　今年も新型コロナウイルス感染予防対策で大変残念ですが同窓大会を中止に致しました。
代替え事業として2021 年7 月17 日（土）14 時から学校にてドリームプラン推進募金者名誉学賓8 名、代替え事業として2021 年7 月17 日（土）14 時から学校にてドリームプラン推進募金者名誉学賓8 名、
学賓24 名・4 団体に市原理事長より感謝状の贈呈式を行います。また今年度の役員改選を致しましたの学賓24 名・4 団体に市原理事長より感謝状の贈呈式を行います。また今年度の役員改選を致しましたの
で新役員のご紹介と運営計画の発表を新設いたしました同窓会ホームページにてオンライン中継を致しで新役員のご紹介と運営計画の発表を新設いたしました同窓会ホームページにてオンライン中継を致し
ますので是非ともアクセスをお願い申し上げます。ますので是非ともアクセスをお願い申し上げます。
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山陽同窓会　会長新任のご挨拶

山陽同窓会　会長退任のご挨拶

（昭和 39 年  普通科卒）

（昭和 36 年  普通科卒）

前会長　城　戸　常　太
（広島県議会議員）

新会長　菅　　　雅　則
　

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら

同
窓
会
運
営
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

ご
支
援
を
頂
き
誠
に
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
今
年
度
は
同
窓
会
役
員
改
選
時
期

と
な
り
13
年
間
の
長
き
に
渡
り
務
め
ら

れ
ま
し
た
城
戸
会
長
よ
り
同
窓
会
会
長

を
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
菅　

雅
則
で
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

城
戸
会
長
は
２
０
０
８
年
に
就
任
さ

れ
、
２
０
１
２
年
生
徒
支
援
推
進
委
員

会
設
置
２
０
１
３
年
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
連

合
会(

現
、
山
陽
ク
ラ
ブ
委
員
会)

設
置

２
０
１
４
年
に
は
第
１
回
山
陽
高
校
ク

ラ
ブ
フ
ェ
ス
タ
開
催
、
現
在
も
継
続
さ

れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
７
年
に
は
『
山

陽
高
校
創
立
１
１
０
周
年
記
念
式
典
・
記

念
事
業
』
を
行
い
、
２
０
１
８
年
か
ら

２
０
２
０
年
の
３
ヶ
年
『
山
陽
ド
リ
ー
ム

プ
ラ
ン
推
進
募
金
』
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど

数
々
の
多
大
な
功
績
を
築
き
上
げ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
継
承
し

な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で
急
変
す
る
社
会
生

活
環
境
に
対
応
出
来
る
人
材
・
組
織
力
・

デ
ジ
タ
ル
化
で
推
進
し
て
行
く
所
存
で

す
。
幸
い
新
組
織
に
対
し
て
学
園
が
仮
称

「
校
友
係
」
を
新
設
、
実
行
さ
れ
る
こ
と

は
心
強
い
こ
と
で
す
。

　

ま
た
学
園
は
２
０
１
６
年
市
原
理
事

長
就
任
以
来
Ｓ
ａ
ｎ
ｙ
ｏ　

Ｄ
ｒ
ｅ
ａ

ｍ
『
夢
が
私
を
強
く
す
る
』
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
ハ
ー
ド
面
で
は
素
晴
ら
し

い
施
設
の
拡
充
、
ソ
ス
ト
面
で
は
多
彩
な

分
野
の
挑
戦
を
果
敢
に
実
施
、
実
績
を
上

げ
て
お
ら
れ
ま
す
。
今
後
と
も
同
窓
会
は

尚
一
層
ご
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存

で
す
。

　

お
わ
り
に
新
組
織
か
ら
『
母
校
に
誇

り
を
持
っ
た
同
窓
生
の
輪
を
広
げ
、
社

会
に
貢
献
す
る
魅
力
的
な
同
窓
会
と
し

て
、
広
く
社
会
に
知
ら
し
め
る
』
の
山
陽

同
窓
会
理
念
を
掲
げ
入
魂
致
し
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
度
目
標
は
長
年
懸
案
事
業

で
あ
り
ま
し
た
『
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作

成
』
２
０
２
２
年
度
は
学
園
創
立
１
１
５

周
年
記
念
事
業
と
致
し
ま
し
て
34
年
ぶ

り
の
『
同
窓
会
名
簿
作
成
』
２
０
２
３
年

度
に
は
『
次
期
役
員
育
成
・
継
承
』
を
目

標
と
し
て
伝
統
あ
る
山
陽
同
窓
会
を
構

築
す
る
所
存
で
す
の
で
何
卒
ご
協
力
の

程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
同
窓
生
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　

山
陽
同
窓
会
会
員
及
び
役
員
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
、
同
窓
会
活

動
に
御
理
解
と
御
支
援
を
い
た
だ
き
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
令
和
３
年
３
月
末
を
も
っ
て
、
会
長

を
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
平
成
20
年
７
月
の
会
長
就
任
以
来
、
12

年
９
カ
月
に
わ
た
り
，
関
係
の
皆
様
か
ら
多

大
な
る
御
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、

改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
会
長
就
任
以
来
、
山
陽
学
園
の
活
性

化
を
よ
り
支
援
す
る
た
め
、
同
窓
会
内
に
四

つ
の
委
員
会
（
総
務
・
財
務
、
事
業
、
広
報
、

生
徒
支
援
推
進
）
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
同

窓
会
の
組
織
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
５
月
に
は
、「
広
島
山

陽
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
連
合
会
」
が
発
足
し
，
各

ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
組
織
の
横
の
繋
が
り
を
深

め
、
同
窓
会
と
連
合
会
に
よ
る
生
徒
支
援
体

制
の
強
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
徒
た
ち
の
「
夢
」
に
満
ち
あ
ふ

れ
た
学
園
づ
く
り
を
目
指
す
「
山
陽
ド
リ
ー

ム
プ
ラ
ン
」
の
取
組
み
を
支
援
す
る
た
め
に
、

平
成
30
年
４
月
、「
山
陽
ド
リ
ー
ム
プ
ラ
ン

推
進
募
金
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
こ
の
募
金

の
活
用
に
よ
り
、
県
内
高
等
学
校
で
は
例
を

見
な
い
冷
暖
房
を
完
備
し
た
大
型
体
育
館
を

は
じ
め
、
新
校
舎
群
や
新
し
い
人
工
芝
グ
ラ

ウ
ン
ド
な
ど
、
施
設
設
備
の
充
実
に
向
け
た

支
援
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
山
陽
高
校
で
は
，
平
成

23
年
の
男
女
共
学
化
を
初
め
、
学
科
改
編
や

コ
ー
ス
の
設
置
な
ど
の
改
革
が
進
み
、
平
成

29
年
に
は
創
立
１
１
０
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
そ
し
て
、
市
原
理
事
長
を
中
心
に
教
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
進
め
て
い
る
「
山
陽
ド

リ
ー
ム
プ
ラ
ン
」
の
取
組
み
な
ど
に
よ
り
、

現
在
、
山
陽
高
校
へ
の
入
学
者
数
は
、
近
年
、

増
加
傾
向
に
あ
り
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
お
い
て

も
進
路
に
お
い
て
も
、
男
女
で
高
い
実
績
が

表
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
同
窓
会
役
員
を
初
め
、

同
窓
会
会
員
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
支
援
の

賜
物
で
あ
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

学
園
の
活
性
化
が
緒
に
つ
い
た
今
，
菅
次

期
会
長
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
き
ま
す
こ
と
、

大
変
心
強
い
限
り
で
あ
り
，
新
し
い
体
制
の

下
、
学
園
と
同
窓
会
の
発
展
を
大
い
に
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
引

き
続
き
，
同
窓
会
活
動
へ
の
御
理
解
と
御
支

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後

の
皆
様
方
の
限
り
な
い
活
躍
と
ご
健
勝
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。
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広島山陽学園  山陽高等学校
校　長　今　川　孝　徳

　

山
陽
高
等
学
校
の
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ

り
本
校
教
育
活
動
に
対
し
て
格
別
の
ご
支
援
を
賜

り
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
よ
り
、
学
校
は
長
い
休
業
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
の
グ
ラ
ン
ド
を
走
り
回

る
姿
や
元
気
な
声
も
消
え
、
い
つ
も
と
は
違
う
学
校

の
風
景
が
約
２
か
月
間
も
続
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
中
で
も
、
「
学
び
を
止
め
て
は
な
ら
な
い
」
と
教

職
員
は
苦
労
し
な
が
ら
学
習
資
料
や
授
業
動
画
を
作

成
し
、
生
徒
た
ち
へ
届
け
ま
し
た
。
６
月
の
学
校
再

開
か
ら
は
、
学
び
の
時
間
を
取
り
戻
す
た
め
、
夏
休

み
の
短
縮
や
、
行
事
の
中
止
や
見
直
し
と
、
校
内
外

で
の
様
々
な
活
動
制
限
、
さ
ら
に
、
「
学
校
の
新
し

い
生
活
様
式
」
に
沿
っ
て
感
染
予
防
対
策
を
継
続
し

な
が
ら
の
学
校
生
活
と
な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
あ
た
り
ま
え
」
で
あ

る
こ
と
に
ど
れ
ほ
ど
深
く
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
を
我
々
に
教
え
て
く
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
こ
の
「
試
練
」
と
も
い
え
る

こ
の
期
間
に
、
学
校
や
生
徒
に
対
し
ま
し
て
、
マ
ス

ク
や
消
毒
液
等
の
ご
寄
付
や
、
運
動
部
の
卒
業
生

は
、
各
競
技
の
全
国
大
会
が
中
止
と
な
っ
た
こ
と
を

受
け
、
３
年
生
全
員
に
激
励
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
贈
呈
い
た

だ
き
し
た
。
数
々
の
ご
支
援
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

山
陽
高
等
学
校
は
昨
年
度
よ
り
、
新
た
な
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
掲
げ
、
ま
た
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
現
の
た
め

の
３
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

し
た
。

　

一
つ
は
、
生
涯
を
通
し
て
、
主
体
的
な
学
び
が
実

践
で
き
、
確
か
な
学
力
や
専
門
性
を
身
に
つ
け
た
人

材
を
育
成
す
る
学
校
。
二
つ
目
と
し
て
、
夢
実
現
を

貫
く
高
い
志
を
も
ち
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
品
位
あ

る
人
材
を
育
成
す
る
学
校
。
三
つ
目
と
し
て
は
、
自

国
や
郷
土
の
歴
史
や
伝
統
を
尊
び
、
広
く
社
会
に
貢

献
で
き
る
人
材
を
育
成
し
、
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
学

校
と
な
る
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
教
職
員
は
、
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン

の
実
現
を
め
ざ
し
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
と
と

も
に
、
本
校
の
歴
史
と
伝
統
を
し
つ
か
り
と
受
け
継

ぎ
、「
剛
健
優
美
・
創
造
・
友
愛
」
の
校
訓
の
も
と
、

「
夢
が
私
を
強
く
す
る
」
を
合
言
葉
に
、
広
島
の
未

来
を
担
い
、
積
極
的
に
行
動
・
挑
戦
す
る
志
あ
る
生

徒
の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
山
陽
ド
リ
ー
ム
プ
ラ
ン
」
の
推
進
募
金
も
昨
年

度
で
ひ
と
区
切
り
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
、

新
校
舎
・
新
体
育
館
の
建
設
や
人
工
芝
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
な
ど
、
施
設
設
備
の
整
備
と
電
子
黒
板
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
の
設
置
な
ど
の
教
育
環
境
の
整
備
が
進

み
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
体
育
館
横
に
テ
ニ
ス
コ
ー

ト4

面
と
陸
上
競
技
用
の
短
距
離
・
跳
躍
レ
ー
ン
が

完
成
い
た
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
教
師
の
物
事
に

取
り
組
む
意
欲
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
生
徒

ひ
と
り
一
人
が
め
ざ
す
将
来
の
自
己
実
現
へ
と
必
ず

つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
私
た
ち
は
信
じ
て
お
り
ま

す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
母
校
や
そ
の
母

校
の
生
徒
た
ち
へ
、
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
「
憩
い
の
学
び
舎
作
り
」

や
第
２
ス
テ
ー
ジ
ヘ
進
む
で
あ
ろ
う
「
山
陽
ド
リ
ー

ム
プ
ラ
ン
」
の
実
現
に
つ
き
ま
し
て
も
、
さ
ら
な
る

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（昭和 35 年  普通科卒）

学校法人  広島山陽学園
理事長　市　原　則　之

同
窓
生
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
母

校
・
山
陽
学
園
に
対
し
、
格
別
な
ご
高
配
と
多
大

な
る
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
当
会
報
が
発
刊
さ
れ
る
頃
に
は
、
希

望
に
満
ち
た
多
数
の
新
入
生
が
入
学
し
、
わ
れ
わ

れ
同
窓
の
仲
間
入
り
を
し
て
く
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
昨
年
は
、
当
学
園
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
翻
弄
さ
れ
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
が
、「
山

陽
学
園
か
ら
は
一
人
も
感
染
者
を
出
さ
な
い
」
と

い
う
教
職
員
の
強
い
決
意
の
も
と
、
一
丸
と
な
っ

て
感
染
防
止
に
努
め
、
お
陰
様
で
感
染
者
を
出
す

こ
と
な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
年
は

い
よ
い
よ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
年
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
感

染
拡
大
が
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
な
ど
に
よ
り
収
束
に

向
か
い
、
世
界
各
国
の
人
々
を
み
な
さ
ま
と
共
に

「
お
も
て
な
し
」
の
精
神
で
、
迎
え
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
さ
て
、
コ
ロ

ナ
禍
は
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
不
自
由
を
強
い
ら
れ

る
と
い
う
、
大
変
不
幸
な
出
来
事
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、 

一
方
で
、
幾
多
の
教
訓
も
得
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
命
や

健
康
の
尊
さ
、
家
族
や
友
と
の
絆
の
大
切
さ
に
気

づ
き
、
す
べ
て
の
も
の
に 

対
し
慈
し
む
心
が
育
ま

れ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
生
徒
た
ち
に
は
、 

コ
ロ

ナ
と
の
共
存
を
余
儀
な
く
さ
れ
な
が
ら
も
、
柔
軟

な
姿
勢
で
新
た
な
生
活
様
式
を
受
け
入
れ
て
自
ら

が
変
わ
る
よ
う
に
努
力
し
、
未
来
の
道
を
切
り
開

い
て
い
く
と
い
う
た
く
ま
し
さ
が
備
わ
っ
て
く
る

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
秩
序
を
守
る
、

礼
儀
を
重
ん
じ
る
、
我
慢
す
る
、
互
い
に
助
け
合

う
と
い
っ
た
社
会
生
活
上
重
要
な
礼
儀
礼
節
の
伝

統
文
化
を
再
認
熾
し
、
そ
し
て
、
何
よ
り
心
強
い

こ
と
は
、
自
身
で
コ
ロ
ナ
か
ら
身
を
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
状
況
で
、
自
己
責
任
を
果
た

す
と
い
う
気
持
ち
が
醸
成
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
ま

さ
に
教
育
は
ピ
ン
チ
の
時
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
は
、
山

陽
ド
リ
ー
ム
プ
ラ
ン
と
生
徒
の
感
染
予
防
対
策
に

四
百
万
円
、
同
窓
会
か
ら
は
山
隔
ド
リ
ー
ム
プ
ラ

ン
に
一
千
万
円
も
の
高
額
な
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し

た
。 

加
え
て
、
多
く
の
方
々
か
ら
も
多
額
の
ご
寄

付
を
頂
き
ま
し
た
。
本
誌
を
お
借
り
し
て
、
み
な

さ
ま
の
母
校
や
生
徒
に
対
す
る
ご
厚
情
に
心
か
ら

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
頂
き
ま
し
た
浄
財
は「
山

陽
ド
リ
ー
ム
」
の
推
進
と
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防

対
策
、
そ
の
一
環
で
あ
り
ま
す
「
憩
い
の
学
び
舎
」

つ
く
り
な
ど
、
教
育
環
境
の
整
備
に
充
て
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て
、
３
年
間
に
わ
た
り
進

め
て
参
り
ま
し
た
寄
付
事
業
は
こ
の
３
月
末
で
一

旦
終
了
い
た
し
ま
す
。
こ
の
事
業
を
推
進
い
た
だ

い
た
同
窓
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
教
職
員
ほ
か
、
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
た
く
さ
ん
の
関
係
各
位
に
重
ね

て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
、
同
窓
生

各
位
の
ご
健
勝
と
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
心
か
ら

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

【
旭
日
小
綬
章
を
受
賞
】

　

令
和
２
年
の
秋
の
叙
勲
に
て
「
旭
日
小
綬
章
」
を
受

賞
。
東
広
島
市
出
身
。
広
島
商
科
大
（
現
広
島
修
道
大
）

卒
業
後
、
湧
永
製
薬
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
創
設
メ

ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
。
１
９
８
４
年
の
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
五
輪
で
監
督
と
し
て
男
子
日
本
代
表
を
率
い
た
。

日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会
や
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
で
要
職
を
重
ね
、
副
会
長
や
専
務
理
事

な
ど
を
歴
任
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
山
陽
学
園
と
ご
寄
付
の
お
礼

山陽同窓会会報3



山 陽 ド リ ー ム 推 進 募 金
　3 ケ年計画の『山陽ドリームプラン推進募金』が皆様方のご支援・ご協力を頂き本年 3 月 31 日に終了いたしました。目
標額には遠い 2,520 万（達成 17％）でしたが、同窓会組織の見直しとその基礎となる同窓会名簿等のソフト作成におい
て収穫が得られました。　次年度の 115 周年行事として行う同窓会名簿（次世代に繋がる宝物：33 年ぶりに発行）作成
に寄与するものと思います。

金　　額 延べ件数

1 クラブ OB・ＯＧ部会 3,911,000 92

2 同窓生部会 16,136,000 286

3 企業部会 5,140,000 42

小　　　計 25,187,000 420

4 PTA 4,272,340 122

5 教職員 2,650,000 89

6 学園関係業者 14,380,000 77

7 新旧役員 6,750,000 24

小　　　計 28,052,340 312

合　　　計 53,239,340 732

山陽ドリームプラン推進募金結果表

クラブ OB・ＯＧ部会 金　額 延べ件数 目標額 達成率

1 ホッケー 1,595,000 34 900,000 177.2%

2 野球 885,000 9 5,000,000 17.7%

3 ハンドボール 855,000 24 800,000 106.9%

4 サッカー 355,000 17 4,000,000 8.9%

5 ソフトテニス 110,000 2 100,000 110.0%

6 弓道 61,000 2 100,000 61.0%

7 剣道 30,000 ２ 300,000 10.0%

8 ヨット 20,000 ２ 100,000 20.0%

小　　　計 3,911,000 92 11,300,000 34.61%

≪

名
誉
学
賓≫

◎
五
十
万
円
以
上
寄
付
者

昭
35
普	

市
原　
則
之　

三
〇
〇
万
円

昭
42
普	

伊
藤　
　
茂　

一
四
五
万
円

昭
36
普	

菅　
　
雅
則　

一
一
〇
万
円

昭
39
普	

城
戸　
常
太　

一
〇
〇
万
円

昭
34
普	

久
保　
弘
睦　

一
〇
〇
万
円

昭
58
普	

池
永　
真
治　

一
〇
〇
万
円

昭
39
普	

宮
本　
隆
三　

五
十
五
万
円

昭
55
普	

上
野　
正
春　

五
十
一
万
円

≪

学
賓≫

◎
十
万
～
五
十
万
円

未
満
寄
付
者

昭
40
商　

野
﨑　

政
憲	

四
十
五
万
円

平
12
普	

大
本　
　

望	

四
十
万
円

昭
35
普	
竹
原　

脩
雄　

	

三
十
万
円

  

ド
リ
ー
ム
プ
ラ
ン

ド
リ
ー
ム
プ
ラ
ン

  

推
進
募
金
顕
彰
関
係
者
名
簿

推
進
募
金
顕
彰
関
係
者
名
簿

昭
36
商	

大
前　

昭
義	

三
十
万
円

昭
38
普	

小
城　

林
勲	

三
十
万
円

昭
44
普	

石
丸　

仁
士	

三
十
万
円

昭
36
普	

岡
原　

秀
登	

二
十
五
万
円

昭
40
工	

藤
山　
　

浩　

二
十
万
円

平
6
普	

濱
本　

利
寿　

二
十
万
円

昭
31
普	

結
城　

辰
行　

十
三
万
円

昭
32
普	

打
越　
　

勲　
十
万
円

昭
36
商	

松
浦　

尚
海　

十
万
円

昭
36
商	

空　
　

昭
博　

十
万
円

昭
39
普	

長
島　

正
弘　

十
万
円

昭
40
普	

三
川　

惇
二　

十
万
円

昭
47
普	

濵
岡　

公
治　

十
万
円

昭
48
普	

住
吉　

眞
一　

十
万
円

昭
51
普	

程
川　

道
彦　

十
万
円

昭
58
普　

三
川　

洋
一　

十
万
円

昭
59
普　

上
本　

哲
嗣　

十
万
円

昭
60
工	

金
村　

慎
一　

十
万
円

昭
62
普	

宮
崎　

誠
克　

十
万
円

平
3
普	

田
河
内
伸
平　

十
万
円

平
14
工　

北
谷　

武
志　

十
万
円

　

野
球
部
Ｏ
Ｂ
会

	

二
十
万
五
千
円

　

ホ
ッ
ケ
ー
Ｏ
Ｂ
会

	

十
万
円

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
Ｏ
Ｂ
会	

十
一
万
円

東
広
島
支
部　
　
　
　

十
万
円

※
敬
称
略
・
高
額
者
順
・

　
寄
付
期
日
順
・
匿
名
は

　
除
外
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業務監査 熊本 健
会計監査 程川 道彦

1 会 長
2 副会長
3 副会長
4 副会長
5 幹事長
6 副幹事長
7 常任幹事
8 常任幹事
9 常任幹事
10 常任幹事
11 常任幹事
12 事務局長

事務局員 井原 瑞穂

春正 野上長員委長員委
憲政 﨑野長員委副長員委副

紙  別員委員委

野﨑 政憲 （会長補佐）

上野 正春 （生徒支援担当）

役 員 会

代議員会

会 長 菅 雅則

菅  雅則 （全般）

濱岡 公治 （会長補佐）

調子 彰  （幹事長補佐）

宮崎 誠克 （会長補佐）

監事

        山 陽 同 窓 大 会 報 告

鈴木 孝幸
濱岡 公治

別  紙

 ※ 新年度の事業計画、収支予算書、其の他の役員名簿、年間スケジュール表等は紙面上都合で割愛させていただきましたので

   悪しからず御了承くださり、新設いたしました山陽同窓会ホームページを見てくださいませ。

山陽同窓大会実行委員会

宮本 隆三 （総括・HP 作成・同窓会名簿作成管掌）

田河内 伸平（広報担当）

（名称変更）山陽クラブ委員会

池田 剛  （総務担当）

竹内 誠嗣 （総括事務）

鈴木 孝幸   (事業担当）
岡田 和也 （企画担当）

２０２１２０２１年度（令和3年度）年度（令和3年度）山陽同窓会 指針山陽同窓会 指針  

２０２１２０２１年度（令和3年度）年度（令和3年度）山陽同窓会 組織図山陽同窓会 組織図＆＆役員名簿役員名簿

山陽同窓会理念
『母校に誇りを持った同窓生の輪を広げ、社会に貢献する魅力的な同窓会として、ひろく社会に知らしめる』

山陽同窓会目的
『会員相互の親睦を図り母校の発展に寄与すること』

山陽同窓会会長方針
『温故知新・融和・尊敬を重んじた同窓会運営を行う』

山陽同窓会 3ヵ年目標
　　　　　　　　1.　2021 年度（令和 3 年度）役員との ICT 構築とホームページの作成
　　　　　　　　2.　2022 年度（令和 4 年度）創立 115 周年記念事業『山陽同窓会名簿の作成』
　　　　　　　　3.　2023 年度（令和 5 年度）次世代の為の後継者の発掘と育成、継承をする

　　《その為の役員選考基準》
　　　　　　　　　　　　　①社会環境の変化に即した順応な人材の育成（IT 関係保持）
　　　　　　　　　　　　　②夢を抱き創造的な発想が出来る人材育成
　　　　　　　　　　　　　③母校愛・愛校心の持てる組織を創造する人材育成

山陽同窓会役員行動規範
　　　　　　　　　　　　　　　　1.　報連相の徹底
　　　　　　　　　　　　　　　　2.　責任を持ってミッションを成し遂げる
　　　　　　　　　　　　　　　　3.　利他の心と協調性の融合

山陽同窓会会報 8



3/16　テニスコート落成神事

4/6　入学式　理事長 4/6　入学式　学校長

3/1　卒業式2/26　入会式

激
励
金
授
与

◎
ホ
ッ
ケ
ー
部

　
　
貴
舩　
大
和

（
ホ
ッ
ケ
ー
Ｕ
18
日
本
代
表
）

◎
自
転
車
競
技
部

　
　
森
本　
直
樹

◎
囲
碁
・
将
棋
部

　
　
石
澤　
朋
仁

◎
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

　
　
　
（
部
で
は
な
い
）

　
　
久
保　
守
充

◎
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

　
　
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
員

電　
　

報

◎
旭
日
小
綬
章

　
　
久
保　
弘
睦

　
　
市
原　
則
之

◎
町
議
会
議
員
当
選

　
　
川
上　
翔
一
郎

同
窓
会
へ
の
ご
寄
付

◎
全
日
制
・
普
通
科

昭
34　
福
原　
　
章

◎
全
日
制
・
商
業
科

昭
27　
三
王　
茂
実

終
身
会
費
納
入
者

終
身
会
費
納
入
者

◎
第
一
商
業

昭
16　
中
上　
　
保

◎
全
日
制
・
普
通
科

昭
34　
福
原　
　
章

昭
34　
松
本　
満
男

昭
34　
山
登
要
二
郎

昭
34　
繁
田　
政
勝

昭
35　
宮
郷　
　
武

昭
44　
福
井　
英
樹

昭
46　
湯
葢　
良
知

昭
48　
保
実　
　
治

昭
53　
友
貞　
淳
二

昭
53　
川
本　
高
弘

昭
63　
田
中　
　
勝

平
6　
池
本　
裕
信

平
12　
大
本　
　
望

平
25　
浮
田
豪
三
郎

令
2　
卒
業
生
317
名

◎
全
日
制
・
商
業
科

昭
43　
繩
手　
利
則

◎
全
日
制
・
情
報
会
計
科

令
2　
卒
業
生
28
名

◎
全
日
制
・
機
械
科

平
12　
佐
伯　
匡
信

◎
全
日
制
・
工
学
科

令
2　
卒
業
生
76
名

年
会
費
か
ら

年
会
費
か
ら

終
身
会
費
に
な
ら
れ
た
方

終
身
会
費
に
な
ら
れ
た
方

◎
全
日
制
・
普
通
科

昭
29　
皿
海　
博
之

昭
30　
村
上　
信
彦

昭
31　
岩
本　
政
宏

昭
36　
山
下　
俊
喜

昭
36　
奥
廻
豊
太
郎

昭
42　
早
瀬　
孝
則

昭
45　
浅
田　
博
美

昭
47　
錫
木　
康
夫

昭
49　
柴
井　
　
享

昭
53　
林　
　
孝
之

平
6　
堂
角
田
野
歩

◎
全
日
制
・
商
業
科

昭
28　
長
藤　
　
肇

昭
35　
下
前　
勝
義

昭
38　
藤
田　
芳
穂

昭
50　
出
田　
聖
三

◎
全
日
制
・
情
報
会
計
科

平
22　
田
村　
大
地

◎
全
日
制
・
電
気
科

昭
38　
田
中　
俊
弘

年
会
費
納
入
者

年
会
費
納
入
者

◎
定
時
制
・
普
通
科

昭
32　
川
瀬　
元
三

◎
全
日
制
・
商
業
科

昭
33　
新
見　
博
三

平
5　
信
井　
康
博

平
12　
坂
橋　
和
敏

平
12　
田
代　
大
督

平
13　
林　
　
輝
昭

お
悔
や
み

お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

申
し
上
げ
ま
す
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２２･･

44
月
～
Ｒ

月
～
Ｒ
３３･･

３
月
末

３
月
末

◎
旧
制
中
学

昭
３　
桜
木　
正
行

昭
５　
西
山　
勇
人

昭
７　
高
野　
寅
三

昭
７　
山
本　
頼
巳

昭
９　
高
原　
　
斌

昭
10　
小
田　
正
己

昭
10　
福
間　
弘
道

昭
16　
関
城
寿
美
登

昭
17　
恵
美　
淑
宣

昭
18　
松
下　
達
夫

昭
19　
石
田　
利
定

昭
19　
桂　
　
政
喜

昭
19　
梶
谷　
　
弘

昭
19　
中
本　
末
三

昭
19　
林　
　
徳
二

昭
20　
佐
藤　
法
行

昭
20　
忠
末　
稔
雄

昭
21　
高
橋　
孔
亨

◎
第
一
商
業

昭
14　
芳
野　
　
博

昭
15　
片
山　
　
勉

昭
15　
中
岡　
　
勉

昭
16　
松
田　
展
次

昭
18　
竹
入　
　
隆

昭
18　
定
岡　
弘
登

昭
18　
古
川　
照
雄

昭
19　
林　
　
英
治

昭
19　
森
脇　
理
一

昭
20　
幸
本　
啓
壮

昭
20　
友
谷　
敏
雄

昭
20　
水
間　
安
男

昭
23　
安
藤　
　
勲

昭
23　
永
谷　
昌
照

◎
第
二
商
業

昭
12　
前
田　
光
登

昭
13　
尺
田
徳
太
郎

◎
定
時
制
・
普
通
科

昭
24　
平
田　
照
昌

昭
26　
鳥
井　
里
水

昭
28　
沖　
　
義
雄

昭
28　
亀
原　
検
士

昭
28　
二
井
田　
武

昭
32　
浜
村　
設
雄

昭
34　
岸
副　
俊
夫

◎
全
日
制
・
普
通
科

昭
24　
浅
尾　
卓
司

昭
24　
白
井　
芳
樹

昭
25　
紺
家　
逸
治

昭
25　
三
鼓　
敏
夫

昭
29　
石
橋　
泰
弘

昭
29　
立
本　
　
務

昭
31　
西
尾　
迪
夫

昭
31　
原
田　
　
治

昭
32　
隠
地　
忠
爾

昭
34　
亀
尾　
真
生

昭
35　
佐
々
木
基
洋

昭
36　
池
田　
敏
博

昭
37　
向
井　
洋
一

昭
38　
和
田
木
忠
義

昭
40　
八
百
野
克
彦

昭
41　
細
川　
恒
義

昭
41　
坂
本　
一
彦

昭
42　
熊
本　
康
伸

昭
44　
石
丸　
光
男

昭
49　
井
川　
晃
之

平
8　
松
下　
　
厚

◎
全
日
制
・
商
業
科

昭
24　
木
原　
豪
司

昭
24　
若
田　
武
彦

昭
27　
三
王　
茂
実

昭
29　
高
下　
正
康

昭
32　
金
銅　
幾
夫

昭
32　
竹
本　
　
貢

昭
32　
西
本　
忠
男

昭
33　
太
呉　
一
士

昭
34　
井
手
元　
裕

昭
35　
桑
原　
広
志

昭
35　
平
川　
光
男

昭
36　
石
本　
　
登

昭
36　
漆
谷　
　
貢

昭
36　
清
水　
澄
昭

昭
37　
平
賀　
莫
憲

昭
45　
森
田　
幸
男

昭
48　
江
田　
幸
男

昭
54　
和
田
昭
二
郎

◎
全
日
制
・
機
械
科

昭
38　
垰
野
下
勝
国

昭
43　
谷
口　
昭
三

昭
45　
鮓
本　
英
雄

◎
全
日
制
・
電
気
科

昭
39　
植
野　
　
忠

昭
40　
沖
村　
光
保

会
費
納
入
者

Ｒ
２
・
４
月
～
Ｒ
3
・
３
月

会
費
の
納
入

会
費
の
納
入

　
あ
り
が
と
う

　
あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
ご
ざ
い
ま
す

会
費
の
納
入

会
費
の
納
入

　
あ
り
が
と
う

　
あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
ご
ざ
い
ま
す
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広島山陽学園山陽高等学校の Facebook の                　を押そう‼

編
集
後
記

編
集
後
記

お 願 い
　新組織は、山陽同窓会理念『母校に誇りを持った同窓生の輪を広げ、社会に貢献する魅力的な同窓会として、広く社会に知らしめ
る』を制定し、これを不変の同窓会理念として魂を入れ精進いたし、全ての同窓生がこの理念を基に活動していける事も目指します。
役員人事は、継承に配慮した役員構成、組織も『簡素、明瞭』『迅速、確実』『低コスト』『時間有効利用』、を最重要視した施策
を行い、その運営方法は『ICT・情報通信技術』を駆使した（具体的にはホームページ・Facebook・SNS・LINE）連絡網によ
る議案・決議並びに会員との情報共有に採用していきます。また次年度からは、同窓会報はホームページにて掲載いたします。これ
により経費の大部分を占める会報費、発送費の大幅な削減を実現し運営の安定化を図って行きます。
　事業についても兼ねてから懸案事項の『同窓会名簿作成』を1988 年以来 34年ぶりに2022 年の 115周年記念事業として掲げ、
今年度は同窓会ホームページを作成（6月）し、同窓会活動を広く知らしめるための広報・宣伝活動等 に々も取り組みます。

山陽同窓会ホームページ開設
≪すべての同窓会の情報はホームページで発信いたします≫

いいね！

　広島山陽学園山陽高等学校同窓会
の Facebook ペ ー ジ が 誕 生 し ま し
た。これから開催される高校や同窓 
会の行事などの案内や近況などいろ
いろな情報を載せていきます。
　ぜひ「いいね」を押
し て、 山 陽 高 校 同 窓
会 の情報をゲットしま
しょう！！

1. 会費（終身会費・年会費）及び寄付金等の入金案内を
ホームページで行います。
2. 同窓会の運営指針・組織図・役員名簿・委員会名簿・
事業計画等すべての同窓会の実態がタイムリーに更新し
て同窓生の皆様にお届けいたします。
3. 山陽高校の近況をお知らせいたします。
4.TOPICS では活動状況が閲覧できます。
5. 学校及び各クラブ OB・OG 会のホームページにリン
クしていますのでご利用できます。
是非ともご利用をお願い申し上げます。

URL  https://dousoukai.site/sanyo/

　

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
始
ま
り
コ
ロ
ナ
禍
で

終
わ
り
同
窓
会
事
業
は
同
窓
大
会
、
山
陽
高
校

ク
ラ
ブ
フ
ェ
ス
タ
が
中
止
に
な
る
な
ど
大
変
な

１
年
で
し
た
。
今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
勢
い
は
収

ま
ら
ず
同
窓
大
会
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

態
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
窓
生
の
皆
様
に
学
園
の
様
子
や
生
徒
の

活
躍
、
同
窓
会
の
運
営
内
容
を
少
し
で
も

知
っ
て
頂
く
た
め
に
こ
の
会
報
を
作
成
し
て
お

り
ま
し
た
。
然
し
な
が
ら
、
同
窓
生
会
員
約

１
６
５
０
０
名
に
送
付
す
る
に
は
多
大
な
経
費

を
要
し
財
政
を
逼
迫
さ
せ
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
送
付
は
中
止
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

何
卒
ご
容
赦
と
ご
理
解
の
程
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
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